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1. 2023年3月期第1四半期の連結業績（2022年3月21日～2022年6月20日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 1,562 ― 42 ― 18 ― 13 ―

2022年3月期第1四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 2023年3月期第1四半期　　10百万円 （―％） 2022年3月期第1四半期　　―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第1四半期 6.52 5.13

2022年3月期第1四半期 ― ―

（注）１．2022年３月期第３四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、2022年３月期第１四半期の数値及び対前年同四半期増減率については記載し
ておりません。

２．2023年３月期第１四半期連結会計期間の期首より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適用しており、2023年３月
期第１四半期の数値は当該会計基準を適用した後の金額となっております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期第1四半期 4,055 935 22.9 456.54

2022年3月期 4,271 1,025 23.9 501.09

（参考）自己資本 2023年3月期第1四半期 929百万円 2022年3月期 1,019百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 50.00 50.00

2023年3月期 ―

2023年3月期（予想） 0.00 ― 10.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　　　2022年３月期期末配当金の内訳　普通配当　10円00銭　特別配当　40円00銭



3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 3月21日～2023年 3月20日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,230 ― 122 ― 100 ― 65 ― 31.93

通期 6,766 ― 296 9.0 250 11.3 160 △67.1 78.59

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注）2022年３月期第３四半期より連結財務諸表を作成しているため、第２四半期（累計）の対前年同四半期増減率は記載しておりません。

また、2023年３月期の期首より「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号)を適用しているため、上記の業績予想は当該会計基準等を適用した後の
金額となっており、売上高の対前期及び対前年同四半期増減率は記載しておりません。なお、総額売上高（従来の計上方法による売上高）は、第２四半期（累
計）が3,855百万円、通期が8,100百万円（4.8％増）を予想しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記事項（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項(会計方針の変更)」をご覧くださ
い。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期1Q 2,039,428 株 2022年3月期 2,038,928 株

② 期末自己株式数 2023年3月期1Q 3,506 株 2022年3月期 3,506 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期1Q 2,035,427 株 2022年3月期1Q 2,020,383 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載している業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、〔添付資料〕３
ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、前第３四半

期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期連結累計期間との比較分析は行っておりま

せん。また、当第１四半期連結会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31

日）等を適用しております。これに伴い、当第１四半期連結累計期間における売上高の一部を純額表示に変更しており

ます。詳細は、８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記事項（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項(会

計方針の変更)」に記載のとおりであります。

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、コロナ禍にあっても経済活動を回していく動きが鮮明とな

りつつあります。一方、国際情勢は、東欧地域での武力紛争、エネルギー価格や穀物の価格上昇、地球温暖化など

様々な要因が重なり、世界経済は先行き不透明な状況が続いております。また、米国の金融政策を背景に、急速な

円安が進んだこともあり、物価の上昇が個人消費の回復に影を落とす展開となっております。

　このような環境下、当社グループは、主力事業の店舗運営事業と美容事業による新たな成長戦略に取組んでおり

ます。

　店舗運営事業（ファッション事業）においては、コロナ禍での営業も３年目となり、ブランドファッションの

『GINZA LoveLove』店舗では客数減を客単価ＵＰでカバーすることができました。中・高価格帯商品の品揃えに注

力するとともに、VIP顧客を中心としたヘビーユーザーの要望に沿うことで実績につなげております。インターネッ

トショップ『GINZA LoveLove』についても好調を維持しております。一方、新業態の韓国コスメ専門店『＆choa!』

は2022年７月末現在で８店舗の出店を完了いたしました。引続き、出店候補地の精査を行い、今期中に全15店舗の

店舗展開を目指しております。

　美容事業においては、新商品開発、新たな販路の開拓、ＰＲ・マーケティング施策の展開を推し進めてまいりま

した。これまで10代後半から20代前半の女性中心のコアターゲットを20代全般まで拡げていくため、それぞれの趣

向にマッチした商品開発を進めております。また、販促物の導入を通じて取扱い店舗での展示スペースの拡大を図

った他、ホームセンターや美容サロンなど、新たな販路の獲得にも注力しております。ＰＲ戦略についてもユーザ

ー目線による情報発信を活用する施策の展開を推進いたしました。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は1,562百万円（総額表示による売上高は1,846

百万円）となり、営業利益は42百万円、経常利益は18百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は13百万円とな

りました。

　セグメント別の業績は、次のとおりであります。

［ファッション事業］

　ファッション事業においては、コロナ禍の客数減の影響はあるものの、アプリ会員の獲得と中・高価格帯商品

の拡充により安定した売上高の確保に努めるとともに、『＆choa!』１店舗の出店、さらには、既存の出店エリア

だけでなく、エリア外であっても集客力のあるＳＣでの『GINZA LoveLove』と『＆choa!』両業態の催事を積極的

に実施いたしました。

　これらの結果、売上高は907百万円（総額表示による売上高は1,190百万円）、セグメント利益は６百万円とな

りました。

［美容事業］

　美容事業においては、新商品投入に加え、販促物の導入によるコンビニエンスストアでの展示アイテムの拡充

に注力いたしました。

　その結果、売上高は600百万円、セグメント利益は93百万円となりました。

［賃貸部門］

　賃貸部門においては、一部物件の契約終了により、売上高は９百万円、セグメント利益は８百万円となりまし

た。

［その他］

　その他の部門では、売上高は45百万円、セグメント利益は２百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末の資産につきましては、総資産は4,055百万円となり、前連結会計年度末に比べ215

百万円減少いたしました。これは主に、商品が123百万円増加しましたが、売掛金が32百万円減少した他、配当金の

支払い、納税などにより現金及び預金が328百万円減少したことなどによるものであります。

　当第１四半期連結会計期間末の負債につきましては、負債合計は3,120百万円となり、前連結会計年度末に比べ

125百万円減少いたしました。これは主に、新規出店に伴う設備投資による長期未払金36百万円の増加はありました

が、支払手形及び買掛金が45百万円減少した他、長・短借入金が合計で60百万円、納税により未払法人税等が39百

万円減少したことによるものであります。

　当第１四半期連結会計期間末の純資産につきましては、純資産合計は935百万円となり、前連結会計年度末に比べ

90百万円減少いたしました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益13百万円の計上と利益剰余金の配当

101百万円により、利益剰余金が88百万円減少したことによるものであります。

　これらの結果、自己資本比率は22.9％（前連結会計年度末は23.9％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年５月２日に公表し、2022年７月28日に「収益認識会計基準」適用に伴い売上高予想を純額表示に訂正した

2023年３月期の第２四半期（累計）及び通期の連結業績予想からの変更はございません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2022年３月20日）

当第１四半期連結会計期間
（2022年６月20日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 724,470 395,658

売掛金 772,492 740,333

商品 1,526,264 1,650,004

預け金 118,700 86,490

その他 98,253 145,063

貸倒引当金 △26,973 △26,528

流動資産合計 3,213,207 2,991,021

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 83,972 94,811

土地 429,273 429,273

その他（純額） 19,892 20,904

有形固定資産合計 533,138 544,988

無形固定資産

ソフトウエア 27,078 26,125

その他 － 206

無形固定資産合計 27,078 26,332

投資その他の資産

投資有価証券 91,188 90,060

差入保証金 310,601 306,878

繰延税金資産 86,651 86,732

その他 9,540 9,485

投資その他の資産合計 497,981 493,157

固定資産合計 1,058,197 1,064,477

資産合計 4,271,405 4,055,499

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2022年３月20日）

当第１四半期連結会計期間
（2022年６月20日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 827,412 781,688

短期借入金 1,791,360 1,736,160

１年内返済予定の長期借入金 10,401 6,648

リース債務 5,176 5,216

未払金 198,347 166,926

未払法人税等 48,500 9,080

その他 71,234 86,388

流動負債合計 2,952,432 2,792,108

固定負債

長期借入金 4,992 3,741

リース債務 5,828 4,509

役員退職慰労引当金 109,800 109,800

退職給付に係る負債 89,002 90,206

資産除去債務 3,288 3,288

長期預り保証金 30,731 29,980

長期未払金 49,598 86,584

固定負債合計 293,240 328,109

負債合計 3,245,673 3,120,217

純資産の部

株主資本

資本金 59,178 59,380

資本剰余金 453,576 453,778

利益剰余金 485,601 397,095

自己株式 △5,003 △5,003

株主資本合計 993,351 905,250

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 12,077 10,503

退職給付に係る調整累計額 14,501 13,724

その他の包括利益累計額合計 26,578 24,227

新株予約権 5,801 5,802

純資産合計 1,025,732 935,281

負債純資産合計 4,271,405 4,055,499
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（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年３月21日

至　2022年６月20日）

売上高 1,562,957

売上原価 1,084,701

売上総利益 478,255

販売費及び一般管理費 436,248

営業利益 42,007

営業外収益

受取利息 62

受取配当金 473

その他 164

営業外収益合計 700

営業外費用

支払利息 11,008

株式交付費 534

為替差損 11,403

その他 1,225

営業外費用合計 24,172

経常利益 18,536

税金等調整前四半期純利益 18,536

法人税、住民税及び事業税 5,798

法人税等調整額 △527

法人税等合計 5,271

四半期純利益 13,265

親会社株主に帰属する四半期純利益 13,265

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

- 6 -

㈱セキド（9878）2023年３月期 第１四半期決算短信



（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年３月21日

至　2022年６月20日）

四半期純利益 13,265

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,574

退職給付に係る調整額 △776

その他の包括利益合計 △2,351

四半期包括利益 10,914

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 10,914

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を

当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサ

ービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これによる変更点は以下のとおりで

す。

(1) 代理人取引

　顧客への財またはサービスの提供における当社グループの役割が代理人に該当する取引については、従来、顧客か

ら受け取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、当該対価の総額から財またはサービスの仕入先に支払う

額を控除した純額で収益を認識する方法に変更しております。

(2) 自社ポイントに係る収益認識

　当社グループが顧客への販売の際に付与する自社ポイントについては、付与したポイントを履行義務として識別

し、将来の使用見込み及び失効見込みを考慮して算定された独立販売価格を基礎として取引価格の配分を行い、収益

を繰り延べる方法で計上しております。

(3) 他社ポイントに係る収益認識

　他社が運営するポイント制度に係る当社グループの負担金については、従来、販売費及び一般管理費としておりま

したが、第三者のために回収する金額として、当該ポイント負担金を売上高から控除する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、

当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半期連結会

計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりますが、当該期首残高に与える

影響はありません。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は294,165千円減少し、売上原価は283,070千円減少し、販売費及び一

般管理費は10,694千円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ399千円減少しておりま

す。

　なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法によ

り組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31

日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分

解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等を

当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計

基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計

方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

調整額
（注）２

合計
ファッショ

ン
美容 賃貸部門 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 907,389 600,125 － 1,507,515 45,842 － 1,553,357

その他の収益 － － 9,600 9,600 － － 9,600

外部顧客への売上高 907,389 600,125 9,600 1,517,115 45,842 － 1,562,957

セグメント間の内部売上高
又は振替高 － 32,020 － 32,020 － △32,020 －

計 907,389 632,145 9,600 1,549,135 45,842 △32,020 1,562,957

セグメント利益 6,821 93,341 8,412 108,575 2,046 △92,084 18,536

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自2022年３月21日 至2022年６月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、外商部門等であります。

２．セグメント利益の調整額△92,084千円は、セグメント間取引消去△1,525千円、報告セグメントに帰属し

ない全社費用△90,559千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等で

あります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益としております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認

識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しておりま

す。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間のファッション事業の売上高は293,784千

円減少し、セグメント利益は260千円減少しております。また、美容事業の売上高は380千円減少し、セグメント

利益は138千円減少しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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